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マメ科牧草の成分分画に基づく，原料草，ウエハー，

緑葉蛋白質の化学成分の比較

杉本宣之(滝川畜試)

深川市イッチャン農協の植物成分分画実験プラントにおいて，アルフアルファ，ラジノクローパお

よびアカクローパより調製されたウエハーおよび緑葉蛋白質(LPC )の化学成分について，原料草

を含め比較検討した。

材料および方法

供試したマメ科牧草はアルフアルファ，ラジノクローパ，アカクローパの 3種類で，いずれも1983

年に一番草よりウエハーおよび LPCを調製した。なお，アルフアルファは 6月13日の開花初期に，

ラジノクローパおよびアカクローパは，それよりも 1カ月後の 7月13日および 7月14日にそれぞれ収

穫調製した。

ウエハーおよび LPCの製造工程の概要は，原料草を解砕し，プレスにより脱汁液と脱汁ケーキに

分離後，脱汁ケーキは乾燥成型し，直径5.5cmのウエハーとし，他方脱汁液は85--900Cに加熱し，脱

汁液中の蛋白質を加熱凝固させ，凝固物を遠心分離により回収後乾燥し， LPCとして粉末状または

直径3酬のペレット状に成形した。

調査した分析項目は，一般組成(常法)，構造性炭水化物 (VanSoestの方法を一部改変)， ミネ

ラル組成 (Caおよび Mg:原子吸光法， K 炎光法， P リン・パナドモリブデン酸法)，アミノ

酸組成 (6N-HCeによる 110
0

C24時間加水分解法)である。

結果および考察

原料草別における分画中の 表 l 原料草別における分画中の一般組成の比較
(%) 

一般組成を表 1P:示した。原 水分粗蛋白質粗脂肪 NFE 組繊維粗灰分

料草についてみると，アカク 乾物中

ローパは水分が82%，組蛋白 アノレファノレファ

質が乾物中 15.3%と低く，
原料草 87. 1 21. 9 2.8 37.9 27:9 9.5 

ウエハー 27. 7 14.4 2. 1 42.0 35.0 6.5 
刈り遅れによる影響が推測され

L P C 8.6 60.5 9.8 21. 1 1.4 7.3 

た。ウエハーの水分含量は， ラジノクローパ

アルフアルファで28~ぢ，ラジ 原料草 86.0 21. 7 3. 1 42.4 22.0 10.8 

ノクローパおよびアカクロー
ウエハー 23.5 17.1 3.1 44.0 28.3 7.5 

L P C 10. 1 53. 1 8. 7 27.8 2.1 8. 3 
パで22--23~ぢといずれも高く

アカクローノて

貯蔵中にカピによる変敗がみ 原料草 82. 1 15.3 2.9 44. 1 28.5 9.3 

られた。したがって，さらに ウエハー 21. 6 12.4 2.4 42. 5 36.0 6.8 

水分を低下させる乙とがウェ L P C 10.0 45. 7 7.6 32.5 2.8 11. 4 
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ハー調製上重要であった。粗蛋白質含量は， LPCで高かったが，ウエハーにおいてもアルフアルフ

ァで 14.4%，ラジノクローパで 17.1%，アカクローパで 12.4%と，まだかなりの粗蛋白質を含

有していた。 LPC中の組蛋白質含量は，アルファノレファで乾物中60.5%，ラジノクローパで 53.1 

%，アカクローパでやや低く 45.7労であった。その他，特徴的な点として，組脂肪含量が LPCで

かなり高く，乾物中 8--10%であった。 NFE含量については LPCで特に低く，粗繊維含量につい

ては原料草よりウエハーで高く，その差はアルファノレファで 8%，ラジノクローパで6.3%，アカク

ローパで 7.5必と両者聞におよそ 6--8%の差がみられた。また， LPCは粗繊維含量が極めて低く，

アルファノレファで1.4 %， ラジノクローパで 2.1%，アカクローパ2.8%であった。粗灰分含量は，

アルフアルファ，ラジノクローパで原料草~ LPC，ウエハーの順に低下したが，アカクローパでは

原料草よりも LPCで高かった。

原料草別における分画中の構造性炭水化物の組成を表2に示した。 OCC含量は，原料草に比べウ

ェハーで 7--12%低く，他方

LPCではアルフアルファが

84%， ラジノクローパが80

労，アカクローバが71%と非

常に高かった。乙れとは逆に，

OCW含量は原料草よりウエ

ハーで高く， LPCで極めて

低かった。さらに， OCWの

内容についてみると，へミセ

ルロース，セルロースおよび

ADLとも原料草よりもウエ

ハーで高く，その差はへミセ

ルロースで 4--6~ぢ，セノレロ

ースで 4--8~ぢ， ADLで1. 0

--1. 4であった。なお， L P 

表2 原料草別における分画中の構造性炭水化物の比較

(乾物中の労)

OCC OCW ADL ケイ酸^'、、セノレロース
セノレロース

アノレファノレファ

原料草 47.7 42.8 

ウエハ- 35.7 57.9 

L P C 84.4 8.4 

ラジノクローノて

原料草 49.6 39.6 

ウエハ- 40.1 52.5 

L P C 79.6 12.1 

アカクローで/す

原料草 37.0 53.7 

ウエハ- 29.7 63.6 

L P C 70.9 17.7 

7.9 

13.7 

6.0 

6. 3 

10.4 

8. 2 

9. 2 

13.8 

8. 7 

27.3 7.6 0.4 

35.1 9.0 0.7 

1.5 0.9 0.9 

26.1 7.2 0.3 

33.9 8.2 Q4 

2，5 1.4 1.3 

32.0 12.4 0.3 

36.3 13.5 0.7 

3.5 5.4 2.3 

C は OCW含量が低かったものの，ヘミセルロースは 6--9~ぢ含有していた。また，アカクローパの

LPCのADLは5.4%と高かった。ケイ酸含量については，いずれの草種とも LPC，ウエハー，

原料草の順に低く，特にアカクローパの LPCのケイ酸含量は 2.3%と高かった。なお，アカクロー

パにおける LPCのADLおよびケイ酸含量が高かった理由として，刈遅れによる影響が考えら

れた。

原料草別における分画中のミネラル含量を表3I乙示した。 Caおよび Mgはウエハーより LPCで

若干高く， P含量はウエハ-I[_比較し LPCで、かなり高かった。 K含量は，ウエハーより LPCで低

かったものの，乙の両者は原料草から比較すると，いずれもかなり低かった。この乙とはKが分離液

中に移行し易いためと考えられた。

原料草別における分画中のアミノ酸含量の比較を図1に示した。粗蛋白質中に占めるアミノ酸含量

は，アルフアルファのシスチン，フェニールアラニン，セリン，アスパラギン酸，さらにラジノクロ

ーパのアスパラギン酸，アカクローパのシスチン以外は原料草およびウエハーに比較し， LPCで高

口。
円
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原料草別における分画中の

ミネラル含量の比較

(乾物中:9 /100g) 

P K Mg 
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く，単胃の家畜に重要であるリジンおよび

メチオニン含量は， LPCでかなりの改善

0.97 0.49 1. 59 C P L 

アカクローノf

原料草別における分画中のアミノ酸含量の比較

がみられた。

一方， 1981 '""-'1983年の3カ年聞に，アル

ファノレファ， ラジノクローノ六アカクロー

パおよび混播草を原料草として製造したL

PCおよびウエハーの粗蛋白質含量を，原料草の組蛋白質含量と比較すると図2のとおりである。原

料草の組蛋白質含量と LPCの粗蛋白質含量との聞に，また原料草の粗蛋白質含量とウエハーの粗蛋

白質含量との聞にそれぞれ有意な関係が認められた。乙の乙とから，高蛋白質の LPCを製造するた

めには，高蛋白質の原料草の供給が重要と考えられた。また，原料草の組蛋白質含量が20労程度の場

ウエハーの粗蛋白質含量は，およそ 15~ぢ程度のものが調製されるものと考えられた。
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原料草のCP含量と LPCおよびウエハーのCP含量との関係

A:アルファノレファ， L ラジノクローノて， M 混播草
R:アカクローノて
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